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「子どもの村東滅ヒ」にある家庭の風景

は、子育てに励むどの家庭とも何一つ変

わりません。例えば、好き嫌いが激ししヽ

子どもと、それに頭を悩ませる親の姿・・0。

育親さんとの会議の中からは、そんなあ

りふれた姿があ為日常のひとコマが思い

起こされます。Fうちの子はな、野菜をま

つたく食べなりの。だからうちで作るカレ

ーの具材に、野菜は一切なし。献立には

毎回頭を悩ませていますね (笑 )J。 通乙

で生活をす為子どもたちの中ぶこは手作りの

ll■を知らずに育つた子も多く、反抗するた

めに自分のために作られたご飯に手をつけ

ない通とがあるのだとか。「私が作つた料

理に “まずひ "ってはっきり言われたこと

もありますよ。で亀、お預りしてい為子は

不満がな って心がパンパンになっていて、

ひろんなことが許せなくな為からをんなこ

とを言つてしまうのかもしれないですねJ。

とはいえ、やはり手作りの味‡まJみをほぐ

してくれるもの。子どもからこんな言葉を

推卜けられた育親さんもいます。「通の前

『今回は何が食べたいつ』つて聞いたら、

『手作り鍛お惣菜が食べたしヽ』つて言われ

たんです。子どもが好きそうなカレーやシ

チューじゃなくて、私が作る “昆布と油揚

げの煮物 "と か“ほうれん草のおひたし"

がいしいて。われはうれしかつたですね。

『結婚したい』とまで言われちゃいました

(笑 )』 。安ノかできる場所があり、安Jかで

きる大人がすぐ棋』にいる。そして、あた

たかいご飯を食べられる。愛情を込めた

料理の一つひとつが、-7-どもたちの心を

少しずつ穏やかに変化させたのかもしれ

ません。       苺

家庭の中Jかにあ為食卓は、一方から見

格と戦いの場。しかし別の方向から見つ

めると、その場に集まる人をつなぐ場にも

なっています。今回もまた、子どもの心と

お腹を満たす料理が、そして育親さんた

ちが悩み抜いて作り上げた料理が、あた

たかな湯気を上げて食卓に並んでいるの

でしょう。修ひ及り||)


